
 

 

 

 

新緑の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は本学の教育にご支援、ご協力賜り厚

く御礼申し上げます。 

さて、このたび、7月 4日（土）に第 9回純心福祉実践研究会を開催することとなりました。前回（8 

回）は、平成 30年に開催致しましたが、コロナ禍を経て８年ぶりの開催となります。 

この間、コロナの影響を受け、私たちのコミュニケーションのあり方や生活の有り様は大きく様変わり

して来ました。また、同様に社会福祉の動向も、大きく変化してきました。 

周知のとおり、我が国では、高齢化や人口減少が進み、地域・家庭・職場という人々の生活領域におけ

る支え合いの基盤が脆弱化しています。そして、8050 問題やヤングケアラーなど複合化、重層化した

課題が表面化し、これまでの対象別の縦割りの支援体制や福祉実践ではもはや対応できなくなっていま

す。また、制度の枠組みにおいても、介護保険制度施行 25年を迎え、福祉サービスの利用者と援助・支

援者の立ち位置も変わってきています。また、準市場化によるサービス供給の在り方の変化、福祉人材不

足などの課題の中で、私たちの福祉実践の質をいかにして担保し向上させていくのかが大きな課題とも

なっています。 

そこで今回は、以前、本学に勤務されていたノートルダム清心女子大学の杉山博昭先生に「社会福祉実

践における根源の探求」と題して、ご講演をいただきます。社会福祉の歴史を振り返りながら、社会福祉

実践の本質、根源について、今一度、考える機会としたいと思います。 

久しぶりの純心福祉実践研究会の開催となります。本研究会は、実践現場にいる卒業生やその関係者の

方々ばかりではなく、ここ三ッ山で学び、巣立っていった卒業生が戻ってくる機会でもあります。懐かし

い先生方やお仲間に会うことができるかと思います。 

この機会を活かし、多くの卒業生に集まっていただき、「純心ブランド」のネットワークを広げていた

だければと思っておりますので、是非ともおいで下さい。ご多忙かと存じますが、皆様、奮ってご参加く

ださい。三ツ山でお待ちしております。 

長崎純心大学 人文学部 福祉・心理学科学科長 飛永高秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回 純心福祉実践研究会のご案内 

テーマ：社会福祉実践における根源の探求 

講師紹介   

ノートルダム清心女子大学教授 杉山 博昭氏 

【略歴】 

  日本福祉大学大学院修士課程修了。博士（学術・福祉） 

  特別養護老人ホーム、障害者作業所、宇部短期大学、長崎純心大学を経て、2008年よりノート

ルダム清心女子大学人間生活学部教授。2007年、日本社会福祉学会奨励賞。 

【主著】 

  『山口県社会福祉史研究』葦書房 

『キリスト教社会福祉実践の史的展開』大学教育出版 

  『近代社会事業の形成における地域的特質―山口県社会福祉の史的考察―』時潮社 

  『渋沢栄一に学ぶ福祉の未来』青月社 

『「地方」の社会福祉実践からみた日本キリスト教社会福祉』ミネルヴァ書房 

『社会福祉実践における根源の探求―近代における歴史的展開を通して―』時潮社 



タイムスケジュール 

時間 内容 

13：00 

13：30 

13：40 

 

 

15：10 

15：20  

15：30 

受付  場所：長崎純心大学 S２０５教室 

開会のあいさつ 

基調講演 

テーマ：社会福祉実践における根源の探求 

講 師：ノートルダム清心女子大学 教授 杉山 博昭 氏 

質疑応答 

閉会のあいさつ 

終了 

 

＜参加費＞  

無料 

 

＜参加申し込みについて＞ 

申し込み締め切り： 6月 19日（金） 

申し込み方法：QR コードのリンク先からグーグルフォームにてお申し込みください。

 

 

※個人情報のお取り扱いについて 

研究会参加に際してお預かりする参加者の個人情報は安全に取扱い、大会の運営を目的として利用さ

せていただくものです。参加者の同意なく、第三者への開示、提供は行いません。 

 

＜問い合せ先＞ 

〒852-8558 長崎市三ツ山町 235  長崎純心大学 教学支援課 実習支援（牧野） 

TEL：095-846-0084  FAX：095-849-1694  E-mail:fukushi@n-junshin.ac.jp 

 

 


